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ほっぷ☆すてっぷ☆いわぬま

これまでのまとめ①

「ほっぷ☆すてっぷ☆いわぬま」は岩沼の復興に向

けて様々な活動をされている方々をご紹介するコー

ナーです。今回は寺島・早股中・早股下一・早股下二

の４地区の町内会長さんのお話をまとめました。

震災から４年。岩沼市はいち早く復興が進み、復興のトップランナーと言わ

れています。これは多くのボランティアさんやご支援頂いた方々のご協力があ

ってこそです。そこで今回玉浦西地区で「まち開き」を行い、今までご支援頂

いた方々へ感謝の気持ちを伝えました。

スマイルはうぐいす公園で、ボランティアさんの協力のもと、スイカ割りや

スタンプラリー・短冊作りを行いました！！多くの子供達が参加して楽しみ、

また短冊作りでは参加された方の思いが記されていました。

フィナーレには、スマイルレンジャーも参加！盆踊りをみなさんと一緒に踊

り、場の雰囲気を盛り上げていました！！！

沿
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ロ
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位
置
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地
区
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、
住
宅
の
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上

ま
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し
、
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瓦
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に
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尽

く
さ
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活
が
一
変
し
ま
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た
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今
後

は
避
難
道
路
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必
要
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防
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あ
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め
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、
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瓦
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一
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シ
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、
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が
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を
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。
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い
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し
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。

 

住
民
同
士
の
関
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が
緊
急
時
の
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け
合

い
に
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る
と
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え
、

さ
ら
に
親
睦
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
お
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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も
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い
る
と
お
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 震災から５年間の活動 ～ 

H23 
 

H26 
 
 

H25 
 

H24 
 

プレハブ仮設支援 
 住民さんの笑顔がたくさん見られるようボ

ランティアの皆さん達と一緒に、サロンやイベ

ント等を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被災地域支援 
 津波により浸水した地域で、交流会や敬老会

のお手伝いなど、地域の皆さんの繫がりを感じ

られるような企画をお手伝いしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集団移転地「玉浦西」支援 
 里の杜サポートセンターと共同で訪問やサロ

ン、イベントのサポートを行い、これからの玉

浦西を住民の方々と共に考えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報発信 
 仮設住宅へのスマイルカレンダーや復興の

今を伝えるスマイルロードの発行、情報ラッ 
クを通して情報の発信をしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

災害ボランティアセンター 
 家内のガレキや泥かきを、日本を飛び越え世

界から応援頂きました。 
総ボランティア 24195人、活動件数 2998件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みなし仮設支援  
 交流会やサロンを通して、被災者同士の交流

が生まれました。訪問では、それぞれの想いを

より深く知る機会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 H27 

 
 

３．１２ 

災害ボランティ

アセンター開所 
 

３．１１ 

東日本大震災 

 

７．３１ 

災害ボランティ

アセンター閉所 
 

８．１ 

復興支援センター開所 

 

４．１ 

岩沼市より地域コミュニ

ティ復興支援事業の受託 
 

４．１ 

被災者支援をサポート

センターに統合 

 

３月～ 

みなし仮設支援がスタート 
６月～ 

仮設住宅支援がスタート 

３．３１ 

復興支援センター閉所 
 

H28 
 
 

３月～ 被災地域 

５月～ 避難所 

支援がスタート 
 

66 67 
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69 
 

災害ボランティアセンター・復興支援センターに 
関わった職員 
 
・古積 俊憲         ・千葉 俊夫 
・佐藤 裕和         ・八島 浩一郎 
・阿部 信幸         ・小菅 寿美 
・新妻 一典         ・諏江 伸 
・梁川 英子         ・靑山 奈保美 
・伊藤 沙織         ・平 みどり 
・寛野 寛子         ・沼田 智美 
・木川田 徹         ・宮内 正啓 
・秀城 智枝         ・山田 麻衣子 
・五十嵐 麻耶        ・青木 秀利 

編 集 後 記 
 

 平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災から

５年が経過しました。 
 私たちは震災発生の翌日から災害ボランティアセン

ターを設置し、被災された方に寄り添い、被災地域の復

興に全力を尽くしてきました。 
まだ５年、もう５年、人によって感じ方はいろいろと

あると思います。平成２８年３月３１日をもって復興支

援センタースマイルは閉所となりますが、復興への道は

まだまだ途中です。 
これまでいただいた、みなさんからのたくさんの応援

に、心から感謝します。ありがとうございました。そし

てこれからも岩沼市を忘れずに見守り続けてください、

と厚かましいお願いを編集後記とさせていただきます。 
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